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法 律 相 談
□ 区役所1 階区民相談室
相談日は、毎週月・木曜日、午
後1 時～4 時

□ 第二庁舎会議室
相談日は、毎月第3 水曜日、午
後1 時～4時
※ ともに予約制( 電話予約可能)
≪月2 回( 5 日、20日) 発行≫

中央本町庁舎
(仮
称
)

取り扱い業務

決まる

来年4 月7 日から業務開始
区
民
の
た
め
の

身
近
な
庁
舎
と
し
て

区
で
は
、
昭
和
6
1年
4
月
了
日
業
務
開
始
を
め
ざ
し
て
、
中
央

本
町
斤
舎
(
仮
称
)
の
建
般
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
庁
舎
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
中
心
に
、
情
報
セ
ン
タ

ー
機
能
、
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
等
を
そ
な
え
、
行
政
の
効
率
化
と

区
民
サ
ー
匕
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

収
容
す
る
組
織
は
、
窓
囗
業
務
、
情
報
処
理

ヨ

ン
ピ
ュ
ー
タ

部
門
}
、
防
災
・
土
木
部
門
を
中
心
に
庁
舎
規
模
を
考
え
な
が
ら
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
干
住
の
本
庁
舍

二

部
の
組
織
)
お

よ
ぴ
梅
鳥
の
第
二
庁
舍
一
全
組
曦
)
で
行
っ
て
い
る
篥
務
が
、
こ

の
庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
中
央
本
町
庁
舎
(
仮
呼

の
業
務
開
始
と
同
眄
に
従
来

の
出
張
所
は
再
配
置
さ
れ
、
区
民
の

。区
役
所
へ
出
向
く
用
鳧

は
、
区
民
事
務
所
で
済
む
も
の
か
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央

本
町
庁
舎
(
仮
称
)
で
取
り
扱
う
葉
務
以
外
は
、
従
釆
通
り
千
住

の
本
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

Λ
企
画
部
企
画
課
▽

急
ピ
。
チ
で
建
設
が
進
む
中
央
本
町
庁
舎
(
仮
称
)

便利になります
新しい出張所
( 区民事務所)

中
央
本
町
庁
舎
　
(

仮
称
)
の
業
務
閧

始
と
同
時
に
、
い
ま

ま
で
の
出
張
所
は
、

ほ
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
行
政
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
区
内
1
8

カ
所
に
再
配
戳
さ

れ

「
K
民
亊
務
所

」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。

新
し
い
「
区
民
亊

務
所
」に
は
、
最
新
の
オ
フ
ィ
ス

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
設
置

し
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
漢
字
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

現
在
取
り
扱
つ
て
い
る
捐
筋
夲
夭

嵋
に
拡
大
・
拡
允
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

拡
大
・
拡
充
さ
れ
る
事
務
は
下

の
衣
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
は
眥
轄
区
域
が
あ

り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り

骨
轄
区
域
を
設
け
て
お
く
必
要
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
区
民
の
方
々

は
、
区
内
ど
こ
の
区
民
事
務
所
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
区
民
學
務
所
の
場
所
、

名
称
は
下
の
配
置
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

区
民
事
務
所
で
の
業
務
閧
始
は

昭
和
6
1年
4
月
7
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

中央本町庁舎 ( 仮 称)

の 組 織 と
主 な 仕 事

□
企
画
部

▽
情
報
処
理
課
電
了
訓
算
糾

嗷
ヨ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
)
に

よ
る
悁
報
処
理

□
総
務
部

▽
情
報
公
開
課
分
窒

哂
報
公

聞
制
度
に
お
け
る
情
報
の

公
聞
、
ぼ
政
資
料
室
の
浬

営

▽
災
售
対
策
課

災
富
対
策
、

区
民
防
災
組
織
の
弯
成
、

避
難
廡
設
男
の
設
置
・
整

備

□
区
民
部

▽
区
民
課

藐
計
調
査
、
哇
S

衣
乙ふ
の
実
施
・
祭
㈲

一
戸
籍
課
哩
人
外
い
司
、
出
　
t

・
帖
婚
刄
の
川
出
、
4

分
皿
川
、
外
国
入
じ
球

▽
課
税
課
　
区
脱
・
個
人
の
都

尺
睨
の
課
睨
、
吶
睨
・
J

鮠
の
證
川
、
雌
勤
胯
り
囗

転
巾
の
じ
口

1
1納
税
課
　
区
脱
・
個
人
の
利

民
睨
の
心
吶

い
国
民
健
康
保
険
課

口
啗
の

酊
喪
、
似
険
卜
の
収
吶
、

旧
民
健
吸
に
険
ぼ
孜
所
の

巾
込

▽
国
民
年
金
課

資
格
の
寿

喪
、
保
険
料
の
収
納

▽
区
民
事
務
所

仕
事
の
内
肓

は
区
民
亊
務
所
等
の
取
り

扱
い
事
務
欄
参
照

□
地
域
振
興
部

▽
地
域
概
興
課

住
民
自
冶
岨

戦
の
振
興
、
ほ
民
傑
喪
所

の
巾
'
い
一
、
利
営
哇
宅
人
胴

馮

の

帰

旡

、

ド

民

惷
Q

の

推

進

▽
住
区
施
般
課
庄
x
鵆
設
・

K
民
M
徂
セ
ン
タ
ー
・
児

叭
館
・
と
夊
館
事
乍
叭
保

介
・
y
の
n
理

▽
副

主
幹

窿
K

施

設

推

凖

住
区
施
設
運
営
組
戦
の
育

成

▽
鰹
済
課

商
業
・
工
業
・
農

業
・
そ
の
他
産
笑
の
振
興
、

消
費
者
の
保
護
、
農
業
委

貝
会

□
土
木
部

▽
計
画
鯛
整
譚

土
木
亊
業
の

計
画
及
び
調
整

土
木
畢

業
の
助
成

▽
副
主
幹
(
調
整
)

区
以
外

が
施
行
す
る
L
木
申
業
の

調
整

▽
副
主
幹
(
下
水
遭
整
備
)

公
共
下
水
逎
の
整
備

▽
路
政
課
逎
路
・
同
川
及
び
　

八
玖
滿
吸
『
心
水
路
?
　

の
占
川
、
監
察
指
刄
、
心

路
台
帳
の
作
成

▽
用
地
管
理
課
逎
水
路
等
の

区
域
暸
示
・
認
定
・
変
断
・

廃
削
、
K
打
通
路
の
設
置
'

公

園
課

公
園
、
児
叭
遊
園

の
設
置
・
贊
理

▽
排
水
課

排
水
場
、
水
門
等

の
設
贊
□
竹
理
、
両
陥
灯

の
設
世
事
管
理

▽
下
水
遒
課

公
共
ド
水
逎
工

駟
の
受
託
施
行

新しい出張所配置図 ( 施設置置11 昭和61年・Uj 711)◎ 舎人区民事務所
力&| ・3- 1召たj 、- t冫 ター・内】

◎ 伊興区民事務所
伊興町 人境l・; 823

◎ 鹿浜区 民 事務所
鹿浜6- 6- l

◎ 西新井 区民 事務 所
八鮖|ロ ー卜176' 0| ・i・卍ヽ n

◎ 花 燉区民 事務 所
花畑 ▽ 4- 16- 13址 畑区民センター内l

◎ 竹の 坂区 民事 鸚浙
竹の塚Z- 25- 171{ 竹の塚センター内}

◎ 佐 野区民 事務 所

佐野2- 43- 5|<佐胃・セン ター内】
◎ 保坂 区民 事務 所

保塚町7- 16<f 四 セン ター内}

◎ 江 北区民 事務 所
江北339 一一目 仮称: 卜t セン ター印

◎ 江 北区民 事務 所新 田分 室
町1113一日- l

◎ 江 北区民 事務 所宮 城分 室
宮峨115- 14

◎ 興 野区民 事 務所

夲卜 東
町H卜11

◎ 関原区民 事務 所
関略2- 35- 2 、l

◎ 北 千住サ ービ スセンター
r 住旭町12- 2{ t l ・l lターミナルビル内3

・ ◎ 千 佳区民 事務所

1一往卜4- l 副本斤舎内l◎ 中 央本町区 民 事務所
・ ・11臾 本町】-】7-】g仮称: 中央 本町斤舎内】
◎ 中川 区民 事務所

・WH4- 43- 4
◎ 東 綾瀬区民 事 務所

東鞭瀬|- 5- 1 り 東部I x民佃祉セ ンター内)

区

民

事
務
所

等

で

取
り

扱
う

事
務

住民票の写し の交付
住民票の闇覧
住民票関係の証明
住民 異動届け の受 付・処理
印鑑登録
印瓢証哮丿書
納 税証明書
課 視証明 弁
国民 雑瀟休険証の交付
退職 者被保険者証の交付
老人床療証の交付
外国 人i l j j 済証明香の文付
就学 通知書の交付
缸出証明 書の文付
戸籍肝本
戸緒抄本
戸籍記載參瑣証明書
除籍謄本
除籍抄本
改製原戸籍謄本
改製原1・i睹抄本
身分証明廝
不 在籍証明肓
外国 人印鑑証明書
除化尺 票・の写L の交付
改裂原住尺乖の写し の交付
納 税証川書( 60 年以 前のもの3
鼻 税証剛 蠢( 60年以 前のもの)

その他オンラ イン・フ ァ クシミ
り適j l】t務

※ こ のほか、現 在、取り扱って
い る参務は従 来通I Hf います

出張所再配 置(区民 事務所 等)
についてのお問い合 わせは、
区 民 部 管 理 課 管 理 係 へ。
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昭
和
6
1年
度

保
育
園
児
募
集

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和
6
1

年
4
月
に
、
保
育
園
に
入
園
を
希

望
す
る
児
童
の
受
付
を
し
ま
す
。

申
込
で
き
る
方

保
護
者
が
働
い

て
い
た
り
、
哨
気
な
ど
で
児
童

の
保
育
が
困
難
な
方

申
込
に
必
要
な
も
の

昭
和
6
0年

度
分
特
別
区
民
税
が
わ
か
る
も

の
(
納
税
通
知
害
、
特
別
徴
収

税
額
通
知
書
ま
た
は
課
税
証
明

書
)
、
印
か
ん

※
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方
は
、

昭
和
5
9年
分
の
確
定
申
告
の
控
が

必
要
で
す
。

※
課
税
証
明
書
の
誚
求
は
、
窓
囗

が
混
み
合
い
ま
す
の
で
お
早
め
に

ど
う
ぞ
。

申
込
後
に
提
出
す
る
も
の

昭
和
6
0年
分
の
所
碍
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
の
控
)
を
昭
和
6
1

年
1
月
以
降
に
提
出
し
て
い
た

だ
登
手

申
込
用
紙
の
配
布
　
H
1月
2
2日
か

ら

申
込
受
付
期
間
　
り一
月
2
日
～
1
6

申
込
・
岡
合
せ
先

あ
な
た
の
住

所
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所

延
長
保
育
の

実
施
に
つ
い
て

区
立
の
4
ヵ
所
の
保
育
園
で
は

保
護
者
が
勦
務
時
間
(
通
勦
時
間

も
含
む
)
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

常
時
午
後
6
時
～
7
時
の
間
、
保

育
す
4
人
が
い
な
い
1
歳
6
ヵ
月

以
上
の
児
童
の
延
長
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
申
し
込
み
の
際

に
係
員
に
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

※
次
の
保
育
園
で
延
長
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
千
住
あ
ず
ま
保
育
園

♀
住
東
2
丁
目
)

▽
大
谷
田
第
一
保
育
園

(大
谷
田
―
丁
目
)

▽
す
わ
ぎ
保
育
園

(西
新
#
4
丁
目
)

▽
竹
の
塚
保
育
園

(竹
の
塚
3
丁
目
)

問
合
せ
先
　
あ
な
た
の
庄
所
を
管

轄
す
る
福
祉
事
務
所

申
込
・
問
合
せ
先

年
末
調
整
説
明
会
ご
出
席
く
だ
さ
い

区
と
足
立
・
酉
新
井
両
税
務
賈

で
は
、
昭
和
6
0年
分
給
与
所
寿
の

年
末
調
整
・
住
民
税
紿
与
支
払
報

告
癬
等
の
提
出
に
つ
い
て
、
次
の

日
程
に
よ
り
説
明
会
を
行
い
ま

す
。区

内
亊
業
所
・
会
社
籌
の
紿
与

取
扱
関
係
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
課
税
課
特
別
徴
収
係

ま
た
は
、
足
立
税
務
篝
(
酋
8
8
8
　
6
2
4
1
)

、
西
新
井
税
務
署

(
　
m
1
1
1
1
)

年末調整説明会日程表

休
園
の
お
知
ら
せ

□
北
鹿
浜
公
菌

北
鹿
浜
公
園
は
、
改
艮
工
亊
の

た
め
、
左
記
の
と
お
り
使
用
で
き

ま
せ
へ

場
所
　
北
鹿
浜
公
園
内
(
交
通
施

設
・
少
年
野
球
場
)

期
間
　
1
2月
1
日
～
昭
和
6
1年
3

月
3
1日

問
合
せ
先
　
公
園
課

□
や
っ
ち
ゃ
ば
緑
道

や
っ
ち
ゃ
ぱ
緑
逎
は
、
拡
張
工

事
の
た
め
一
部
通
行
で
き
ま
せ

ん
。

場
所

や
っ
ち
ゃ
ば
緑
道
(

僅

河
原
町
3
8番
地
先
・
明
治
通
り

か
ら
京
成
電
鉄
の
間
)

期
問
H

月
2
0日
～
昭
和
6
1年
1

月
3
1日

問
合
せ
先

公
園
課

パートと内職で働くかたのために

労 働 講 座
会場: 竹 の塚社会教育館

日
時

り一
月
8
日
(
日
)

午
後
1
時
3
0分
I
4

時
3
0分

講
師

大
谷
恭
子
氏
(
弁
護
士
)

内
容

▽
パ
ー
ト
や
内
職
で
働
く
た
め
に
知

つ
て
お
き
た
い
法
律
、
保
険
、
税
金
、
求

人
広
告
、
内
皸
參
債
な
ど
の
お
話

▽
パ

ー
ト
、
内
職
の
個
別
相
談

定
員
・
費
用
1
0
0
名
(
先
竹
順
)
無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

内
職
補
導
所
(

　
8
8
8
7
　
3
4
6
)

書
た
は
東
亰
都
王
子
労
政
事
務

所
(
　
9
0
0
0
1
1
7
)

ご
協
力
を
!

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動

区
内
の
恵
ま
れ
な
い
方
々

が
。
少
し
で
も
明
る
い
お
正

月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
、
足
立
区

後
援
で
、
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
期
間
H

月
2
1日
～
1
2
　

月
2
8日

応
募
金
受
付
場
所
・
問
合
せ

先

足
立
区
社
会
福
祉
S
艤

会
(
　
8
8
8
1
5
5
0
)お

よ
び
民
生
係

り んごのふるさと山ノ内町を訪ねて

足立区民号同行記

秋
睛
れ
の
行
楽
日
よ
り
に
め
ぐ
ま
れ
た
1
0

月
2
2日
、
北
千
庄
駅
か
ら
足
立
区
民
号

に
乗
車
し
た
一
行
約
潺
名
が
、
友
好
都
市

長
野
県
山
ノ
内
町
へ
出
か
け
ま
し
た
。

申
中
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
も
登
場
し
、
ご

気
げ
ん
な
隈
子
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
口
tら

れ
。
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

。

長
野
駅
か
ら
観
光
パ
ス
で

、
善
光
寺
と

川
中
島
古
峨
場
跡
を
見
学
し

、
ゆ
か
り
の

地
で
昔
を
し
の
び
ま
し
た
。
夕
方
、
宿
泊

地
薦
田
中
・
渋
温
泉
に
つ
き
、
旅
館
で
温

泉
に
つ
か
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ

ま
し
た
。

翌
朝
、
リ
ン
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
、
選
荷

場
で
新
鮮
な
リ
ン
ゴ
を
試
食
し
た
あ
と
、

志
賀
高
原
、
白
根
山
へ
む
か
い
ま
し
た
。

バ
ス
が
山
道
を
登
つ
て
い
く
と
、
あ
ざ

や
か
な
紅
葉
の
景
色
。

山
中
に
進
む
と
、
対
照
的
に
見
亊
な
霧

永
の
景
色

。自
然
が
屑
出
す
る
景
覿
に
は
、

思
わ
ず
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
浅
間
高
原
の
鬼
押

出
し
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
軽

井
沢
駅
か
ら
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン

で
北
千
住
駅
に
到
气

2
日
閧
と
も
良
い
天
気
に
め

ぐ
ま
れ
、亊
故
も
な
く
、全
員

鰍
亊
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出

を
残
し
、す
ぱ
ら
し
い
旅
と
な

り
ま
し
た
。A
足
立
区
都
市
提

携
交
流
協
会
V

山
ノ
内
町
の
リ
ン
ゴ

足
立
区
で
実
る

足
立
に
入
6
3

丁
目
、
賤
賊

製
作
巣
畔
h
栄
さ
ん
力
の
啀
に

リ
ン
ゴ
が
笑
り
、
近
听
叩

た

ち
の
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

畔
上
さ
ん
は
、
耻
こ
区
と
な

好
の
緑
を
結
ぶ
長
野
県
巾
ノ
内

町
出
身
で
、「
東
京
で
郷
甲
の
本

場
の
リ
ン
ゴ
を
実
ら
し
て
み
た

い
」
と
一
本
の
苗
木
を
6
年
前

に
実
家
か
ら
持
ち
帰
り
ま
し

た
。3

年
前
か
ら
実
か
な
り
始

め
、
今
年
実
冢
へ
送
つ
た
と
こ

ろ
、「
お
い
し
く
て
形
も
い
い

」

と

。台
略
点

を
も
ら
い
、
リ

ン
ゴ
を
味
兒
し
た
近
所
哭

ぴ

と
に
も
好
評
で
す
。

山ノ内町のリンゴ園で

災
害
に
備
え
て

―
特
殊
建
築
物
の
定
期
報
告
を
―

建
築
物
は
、
そ
の
老
朽
化
、
構

造
・
設
傭
・
避
難
施
設
な
ど
の
不

備
欠
陥
に
よ
っ
て
、
災
害
を
お
こ

し
か
ね
ま
せ
へ

特
に
、
多
く
の

人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築
物
で
火

災
等
が
お
こ
っ
た
場
合
、
大
慘
事

に
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
災

害
を
避
け
、
利
用
者
の
安
全
を
蓆

保
す
る
の
は
。
所
有
者
・
管
理
者

の
杠
会
的
責
任
で
す
。

そ
こ
で
、
建
築
基
凖
法
で
は
特

殊
建
築
物
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有

者
・
管
理
者
が
安
全
を
磴
保
す
る

う
え
で
重
要
な
点
を
中
心
に
し

て
、
専
門
技
術
者
(
有
資
格
者
)

に
定
期
的
に
調
査
・
検
査
さ
せ
。

そ
の
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
に
定

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
左
表

に
該
当
す
る
特
殊
建
築
物
が
対
象

で
す

。

な
お
、
報
告
書
等
は
、
業
務
委

託
を
し
て
い
る
次
の
機
関
を
経
由

し
て
提
出
し
て
く
た
さ
い
。ま
た
、

調
査
・
検
査
を
依
頼
す
る
際
の
専

門
技
術
者
に
つ
い
て
も
、
次
の
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
財
団
法
人
「啝
京
建
築
防
災
セ

ン
タ
ー
」(
港
区
芝
大
門
2
-

1
-
1
3

芝
大
友
ビ
ル
3

階

　

榴
0
2
2
2

問
合
せ
先
　
建
築
課
審
査
第
一
係

報告対象建築物および報告時期
( 面積単位: ㎡)
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補
助
1
9
0号
線
(
北
千
住
西
口
駅

前
通
り
)
沿
い
の
皆
さ
ん
ヘ

区
で
は
、
哺
助
1
9
0

吁
線

屁

予
庄
西
囗
駅
前
通
り
)
沿

い
の
不
楸一
化
促
進
助
成
亊
業
を

計
圃
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
に
伴
い
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
意
向
を
う
か
が
い
、
ま
た

爭
業
を
円
溺
に
進
め
る
資
料
と

す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

吁
い
ま
す
。

調
査
に
は

、
区
が
委
託
し
た

調
査
機
関
が
調
査
対
象
区
域
の

お
宅
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
壺
期
間
H

月
2
5日
か
ら
2
　

週
閧
程
度

調
査
対
象
区
域
　
補
助
1
9
0

号
線
の
北
千
住
駅
か
ら
千
住

脱
田
町
交
差
点
ま
で
の
通
路

の
両
隰
約
3
0び

釆
再
閧
発
亊
業
予
定
区
域
を
除

調
莟
機
関

㈱
都
市
計
畄
同
人

問
合
せ
先
　
ま
ち
つ
く
り
課
事

業
係

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
ヘ

――

「
現
況
届
書
」
の
提
出
は

お
す
み
で
す
か
―
―

国
民
年
金
は
、
昭
和
6
1年
1

月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い

制
度
で
は
、
厚
生
年
金
・
船
叭

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
妻

で
、
主
に
夫
の
収
入
で
生
活
し

て
い
る
人
は
、
現
在
の
任
意
加

入
か
ら
必
ず
加
入
す
る
人
(
第
3

号
被
R
険
者
)
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
た
め
の
届
出
が
必

要
で
す
。

国
民
年
金
仔
意
加
入
被
保
険

去
現
況
届
肖
は
、
凵
月
中
句
、

該
当
者
に
直
接
叉
便
で
送
り
ま

し
た
が
、
}
m
出
は
お
す
み
で
す

か
。
ま
だ
お
す
み
で
な
い
方
は

す
ぐ
に
U
け
出
て
く
だ
さ
い
。

W
出
關
限
は
、
昭
和
6
1年
1

月
3
1日
で
す
。

対
象
者
が
多
い
の
で
、
窓
囗

の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
で
き

る
た
け
郵
送
で
届
出
ね
が
い
ま

す
。

□
厚
生
年
金
保
険
加
入
事
業
所

の
事
菓
主
・
船
員
保
険
の
船
舶

所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

昭
和
6
1
年
1
一
月
1
凵
か
ら
新

し
い
国
民
年
金
の
第
3
じ
被
傑

険
'
。
と
な
る
人
は
、
区
・
巾
・

町
・
村
へ
国
民
年
金
任
意
加
入

被
保
険
者
現
況
届
を
届
け
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
出
に
あ
た
っ
て
は
、

届
出
さ
れ
る
方
の
利
便
を
考
噫

し
て
、
第
3
号
被
保
険
者
に
関

す
る
亊
実
関
係
に
つ
い
て
事
業

主
の
隍
認
か
あ
る
場
合
に
は
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の

提
示
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

現
況
届
書
に
、
従
業
員
の
妻

が
扶
養
さ
れ
て
い
る
事
実
と
厚

生
年
金
保
険
の
記
9
番
兮
か
舳

員
保
険
の
年
金
番
弓
を
屆
霞
に

よ
り
、
厦
認
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
こ
啗
勾
を
お
頤
い
し
ま
す
。

□
国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
哇
会
保
険
事

務
听
か
ら
専
門
官
が
來
所
し
、

曁
問
相
談
等
を
お
受
け
し
ま

す
。お

気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ

し日
時
　
1
2月
1
日
(
水
)、
T

前
1
0時
I
午
険
3
時
3
0分

塲
所

区
貶
所
2
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
国
民
年

金
武
適
川
係
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保健 ― ―

― ― 衛
生

成
人
病
教
室

高
血
圧
を
中
心
に
中
高
年
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
の
教
室
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
D
一
月
9
日
(
月
)
、午
後
1

時
3
0分
A

時
3
0分

場
所

江
北
保
健
相
談
所

対
象

一
般
区
民

内
容

講
演
と
話
し
合
い

講
師
柴
田
溥
氏
(
東
京
都
老

人
総
合
研
究
所
)

定
員
3
0
名
(
無
料
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健
相

談
所「

ス
ト
レ
ス
と
高

血
圧
」
の
講
演
会

臼
時
H
月
2
5
日
(
月
)
、午
唆
1

時
3
0
分
～
3
時

場
所
中
央
本
町
保
健
相
談
所

講
師
山
本
躋
義
氏
(
梅
田
軻
院

長
)

定
員
5
0
名
(
無
料
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
保

健
相
談
所

高
血
圧
予
防

栄
養
講
習
会

日
時
1
1
月
2
9
日
(
金
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3

時

塲
所

足
立
保
健
所

内
容

自
分
に
適
し
た
食
事
量
、

薄
味
料
理
の
工
夫
、
塩
分
測
定

と
調
理
実
演

定
員
3
0
名
(
無
料
)

持
参
す
る
も
の
試
食
用
の
(
シ

と
小
皿
、み
そ
汁
少
量
(
約
5
0
　

S
筆
記
用
抖

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

1
2月
の
献
血
日
程

▽
2
日
(
月
)
…
北
や
住
駅
西
囗

▽
9
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
囗

▽
1
1
日
(
水
)
・
・
逧
立
車
険
場
(
南

花
畑
5
丁
目
)

▽
り
一
日
(
木
)
…
西
新
井
駅
東
口

▽
1
7
日
(
火
)
・
・
臨
和
銀
行
花
畑

支
店
(
花
畑
5
丁
目
)

▽
1
8
日
(
水
)
…
朝
日
信
用
金
靂

足
立
支
店
(
関
原
―
丁
目
)

▽
2
0
日
(
金
)
・
:
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
1
日
(
土
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
2
3
日
(
月
)
‘
・
・
北
千
住
駅
西
口

▽
2
8
日
(
土
)
・
:
西
新
井
駅
柬
口

▽
3
0
日
(
月
)
・
・
・
北
千
住
駅
西
口

受
付
時
間
午
前
1
0
時
I
午
後
3

時
3
0
分
(
昼
食
休
憩
時
間
を
除

く
)

※
な
お
、
北
千
住
駅
西
口
は
、
交

番
の
横
で
す
。

問
合
せ
先
葛
飾
赤
十
宇
皿
液
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
ま

た
は
、
保
健
予
防
係

母になる喜びを夢みて・・・母親学級

電話番号・所在地一覧
足 立 保 健 所‥ - -ゆ 興 町 地 召1 化Z

一石 855- 4151
干 住 保 健 所
千 哇 印 附|网- 7 888- 4277

中央 本町保錢相談所
' WWH- 16- 1 880- 1165

東 和 保 健 相 岐 所
4ぎ和13- 1?9 606- 4171

江 北 保 健 相 談 所
西 斬 升 本 田I ? - 10 ‾汕 896- 4004

ま
ち
ぐ
る
み
でネズ

ミ
退
治
を

区
で
は
、
明
る
い
衛
生
的
な
、

町
つ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
町
会

・
自
治
会
を
対
象
に
一
斉
ね
ず
み

駆
除
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。

ね
ず
み
は
穀
物
を
食
い
あ
ら
し

た
り
、
伝
染
病
を
媒
介
し
た
り
、

人
間
に
い
ろ
い
ろ
な
被
筈
を
与
え

る
勳
物
で
す
。

こ
の
ね
ず
み
を
退
治
す
る
に

は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。区
で
は
H
月
下
旬
か
ら
、1
2

月
1
9日
ま
で
の
駆
除
期
閧
中
出
張

所
を
巡
回
し
、
ね
ず
み
と
衛
生
害

虫
一
般
の
苦
情
相
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、1
月
か
ら
指
導
班
を

編
成
し
、
公
共
的
な
場
所
な
ど
の

駆
除
作
業
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま

す
。

ま
た
、
町
会
・
自
治
会
を
対
象

に
映
画
会
、
講
習
会
等
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利

用
し
て
、
各
家
庭
や
自
分
の
住
ん

で
い
る
町
か
ら
ね
ず
み
を
一
掃
し

ま
し
ょ
う
。

○
ね
ず
み
の
上
手
な
退
治
法

▽
出
入
口
の
{
(
や
通
路
を
根
気
よ

く
ふ
さ
ぐ

▽
食
物
は
必
す
フ
タ
付
き
の
入
れ

も
の
に
し
ま
い
、
ゴ
ミ
、
残
飯

を
き
れ
い
に
か
た
づ
け
る

▽
台
所
、
押
入
れ
、
床
下

。
戸
棚
、

物
置
參
な
ど
を
絶
え
ず
掃
除
し

て
巣
を
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う
に

す
る

▽
ね
ず
み
は
行
勣
範
囲
が
広
く

隣
り
か
ら
隣
り
と
移
り
ま
す
の

で
町
ぐ
る
み
で
一
斉
に
退
治
す

る
と
一
層
効
欒
的
で
す

※
ね
ず
み
で
お
困
り
の
方
は
、
左

表
の
と
お
り
、
お
近
ぐ
の
出
張
所

へ
ご
来
所
く
だ
さ
れ
ぱ
、
殺
そ
剤

を
無
料
で
差
し
あ
け
ま
す
。

受
領
の
際
、
印
か
ん
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、防
疫
指
導
係
へ
。

一般害虫駆除相談と
ねずみの駆除 指導日程表

呼
吸
器
病
教
室

日
時
・
場
所
▽
1
2
月
3
日
　
　
(

火
)

午
唆
1
時
受
付
…

区
役
所
7
時

▽
1
2
月
1
0
日
(
火
)
午
後

1
時
受
付
・・・
産
業
振
興
館

対
象

過
去
に
実
技
教
室
を

受
講
し
た
方

内
容
実
技
…
腹
式
呼
吸
　
(

横
隔
膜
呼
吸
)
の
確
認
、

た
ん
の
出
し
方
、
姿
勢

申
込
・
問
合
せ
先

衛
生
部

公
書
軻
補
償
認
定
係

散歩みち ( 小台七庚申)

荒
川
土
手
沿
い
の
小
台
2
丁

目
4
7番
に
庚
申
塔
が
7
基
も
一

ヵ
所
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、大
正
朷
年
に
始

ま
っ
た
荒
川
放
水
路
の
閧
削

で
、同
川
敷
と
な
る
地
か
ら
こ

こ
に
移
転
安
酘
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。こ
れ
を
安
訛
し
た

庚
申
塔
は
、承
応
3
年
(
1
6

5
4
年
)
か
ら
元
文
元
年
(
1

7
3
6
)

の
間
に
造
立
さ
れ
た

も
の
で

、
ど
れ
も
高
さ
は
凵
じ

以
上
、
嵋
は
0
.
4じ
以
L
の
堂
々

と
し
た
造
り
で
す
。

現
在
、
地
名
を
と
っ
て
小
台

七
庚
申
と
呼
ぱ
れ
人
び
と
の
信

仰
を
集
め
て
お
り
、
季
節
の
花

も
い
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

足
立
区

消

費
者
展

消
費
者
友
の
会
1
5周
年
記
念

―明日 の生活を築く消 費者運動―

区
で
は
、
足
立
区
消
費
者
友
の

会
と
の
共
催
で
、
今
年
も
「
足
立

区
消
費
者
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
消
費
生
活
上
の
身

近
な
問
題
を
一
緒
に
考
汽
て
い
た

だ
こ
う
と
、
各
コ
ー
ナ
ー
を
充
実

さ
せ
、
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時
H
月
2
9
日
(
金
)
3
0
日
呈
)

午
前
田
時
～
午
隗
4
時
(
3
0
曰

は
午
汝
2
時
ま
了

場
所

産
業
振
興
配

内
容

右
図
の
と
お
り

共
催

咀
立
区
・
足
立
区
消
費
者

友
の
会

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

8
7
0
1
3
9
1

リサイクル・
修繕 コーナー

リフォーム品・端切れ
利川の展示
拿・靴修理

生活用品
交換即 売会

洋眼・雑貨・子供
川品などを安く
即売します

おたのしみ
コ ー ナ ー

即売・喫茶・褊引
など

絵
パ
ネ
ル
と

現
物
展
示

その敞

防災コーナー
企裏コーナー

消費者相談

簡
易
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

環
七
通
り
梅
島
陸
橋

床
板
補
修
工
事
の
お
知
ら
せ

現
在
、
環
七
通
り
と
日
光

街
週
が
交
差
す
る
梅
恥
陸
僑

の
床
吸
補
修
工
事
を
行
つ
て

い
ま
す
。

期
問
は
、
昭
和
6
2年
3
月

ま
で
の
予
定
で
す
。

交
通
渋
局
に
よ
り
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

東
京
都
第
六
建

設
事
務
所
足
立
東
工
区
　

　
6
2
0
5
8
C
M
l
f
i

ひ
ろ
ば

催
し
も
の

☆
成
人
式
の
た
め
の
着
付
無

料
講
習
会
1
2
月
8
日
、
午

前
9
時
3
0
分
～
正
午
/
花
畑

庭
園
桜
花
亭
/
ほ
と
娘
2
5
組
/

無
料
/
V
山
崎
登
膕
2
6

☆
初
心
者
の
た
め
の
坐
褝
の

集
い
1
2
月
6
日
午
後
2
時

I
5
時
/
花
畑
庭
園
桜
花
亭
/

定
員
3
0
名
/
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア
等
の
服
裝
で
ク
ッ

シ
ョ
ン
持
参
/
▽
仲
佐
　
咄

1
4
8
1

☆
手
づ
く
り
ネ
ク
タ
イ
講
習

会
雑
布
の
縫
え
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
作
れ
ま
す
。H

月
2
7
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
/
青
年
館
/

材
料
費
千
靭
円
I
2
や
3
0
0

円
、会
場
眥
千
2
0
0
円
(
6
回

分
)
/
▽
石
松
　
椒
I
L
A

I
募
集
し
ま
す
I

☆
新
空
于
交
流
試
合
出
場
者

1
2
月
1
5
日
、午
前
1
0
時
か
ら
/

総
台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/

競
技
峠
目
は
フ
ル
コ
ン
タ

ク
ト
砠
手
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ノ

対
象
は
空
唇
ま
た
は
格
闘
技

硅
験
考
/
小
学
生
:
一
千
迴
円

一
般
・
:
2
千
円
/
兒
学
無
料
/

▽
飯
尾
　
Ⅲ
1
1
8
1

兄
(
レ
エ
&
ジ
ャ
ズ
サ
ー
ク

ル
江
北
毎
週
月
曜
日
、午

戌
5
時
3
0
分
か
ら
示
・
中

罕
生
)
、午
筏
7
時
3
0
分
か
ら
　
(

中
学
生
以
士
/
上
沼
田

凹
地
第
二
集
会
所
/
入
会
金

X
千
円
、月
額
3
千
円
/
▽

肓
木
　
嵶
7
4
2
0
(
午
汝

7
時
以
降
)

☆
花
畑
メ
イ
ワ
ク
ス
(
膏
少

年
軟
式
野
球
)
毎
週
日
曜

日
/
主
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
横
の
グ
ラ
ン
ド
/
月

額
千
円
(
学
生
は
瞋
円
)
/

▽
中
村
昔
6
0
3
0
4
0
5

☆
ヨ
ー
ガ
同
好
会
毎
週
士

眤
日
、
午
前
1
0
時
I
H
時
3
0

分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
/
申
込
は
直
接
会
場
へ
/

入
会
金
千
円
、3
ヵ
月
5
千

円
/
▽
飯
鴫
　
翻
7
1
5
7
　
(

午
後
3
時
以
降
)

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
毎
週
火

曜
日
、午
前
1
0
時
I
正
午
/

竹
の
塚
杜
会
敦
育
館
/
月
額

2
千
泅
円
/
▽
小
澤
魯
捌
1

資
熟
年
向
き
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ

ム
体
操
毎
週
水
曜
曰
、
午

後
2
時
か
ら
/
朝
日
信
用
金

市
千
庄
支
店
/
1
5
名
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

▽
友
山
　
8
8
1
1
6
1
2

☆
中
高
年
初
心
者
向
ヨ
ー
ガ

教
室
火
曜
ク
ラ
ス
(
竹
の

塚
6
丁
目
第
2
団
地
集
会

所
)
…
午
殴
7
時
3
0
分
～
9

時
、土
曜
ク
ラ
ス
(
西
保
木

間
3
丁
目
団
地
集
会
所
)
…

T
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
と
y

唆
1
時
3
0
分
～
3
時
/
月
額

3
千
円
/
▽
萩
原
　
8
8
5
5
3

8
6
(
昼
)

☆
杜
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
メ

リ
ー
皈
週
七
曜
日
、
午
吸

7
吟
巧
分
～
9
時
3
0
分
/
肓

年
館
/
3
0
歳
ま
で
の
m
刀
攵
/

入
会
金
、
月
額
と
も
千
円
/

甲
込
は
直
接
会
場
/
▽
中
村

嫋
0
8
5
9
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成
人
の
日
の

集

い

成
人
の
日
の
集
い
を
、
來
年
1

月
1
5日
に
艾
化
会
館
と
産
業
振
薦

館
で
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
來
年
の
年

賀
状
で
ご
案
内
し
ま
す

。

対
象
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
～
昭
　

和
引
年
4
月
!
日
の
間
に
生
ま
　

れ
た
方

問
合
せ
先

又
化
係

第
1
4回
足
立
区

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

第
1
4回
足
立
区
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
間
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で

ど
な
た
で
も
観
覧
で
孝
ま
す
。

日
時
・
内
容
H
月
3
0
日
(
士
、

▽
第
1
部
門
(
小
学
生
∵
:
午
　

後
1
時
か
ら
ワ
第
2
部
門
(

中
学
生
)
・
:
午
後
2
時
か
ら
　

V
第
3
部
門
(
高
咬
生
・
一
般
)

・
:午
後
5
時
恥
分
か
ら

※
時
閧
は
侈
少
す
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

塲
所

又
化
会
朗

審
査
員

小
出
剪
平
、岩
凹
二郎
。

高
木
啝
六
の
各
先
生

問
合
せ
先

又
化
係

足立
文化
寄席

日
眄
1
2
川
目
囗

衣

、勹
屡
7
　

時
閧
演

場
所

産
夊
。振
鬨
配
い公
ヤ

出
演

舂
夙
亭
小
朝
ほ
か

鑑
賞
券

千
掴
円

※
鑑
賁
券
は
、
竹
の
塚
杠
会
教
弯

飭
、
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
、
怩
‥

ス
ホ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
産
業
振
興

館
で
取
扱
中
。

問
合
せ
先
公
袿
文
化
甼
業
課
　

m
8
2
1
1

講演と映画の集い
人権ポスターコンクール表彰式

日
時
1
2
月
5
口
采
)
、午
唆
1

時
3
0分
I
4
時
3
0分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
弯
鯲

費
用

無
料

講
演
磯
村
萸
氏
(
地
域
改
善

対
策
協
置
会
会
長
)
…
こ
れ
か

ら
の
く
ら
し
と
人
権

映
画

コ
ス
モ
ス
の
咲
く
南

表
杉
式

第
2
向
人
権
ホ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
n
者

問
合
せ
先

同
和
対
策
扣
当

会 場
申込 ・問8 せ凭 青年館　890- 0061　〒123西新#1- 4- 17

会 場

申込 一同aLj 死
-東部センター　605- 7101

龠 場
問 合 せ 先 教育センター　850- 8801冬にむかつて

きたえて
み ま せ ん か

体を
趣味を

お正月
区民スキー
スク ール

申込先・申込用斷配布塲所
バムスポーツ

( 882) 7900　ツ
バメヤスポーツ

( 888) 8331　
鈴木薬局　( 881) 4882

曰
時
1
2
月
3
0
日
～
1
月
4
日
午

後
8
時
帰
亰
予
定
(
5
泊
6
日
)

場
所
妙
高
池
の
平
ス
キ
ー
場

定
a
8
0
名
(
先
着
順
)

s
用
▼
大
人
・
・
・
4
万
9
千
円
　

▼
子
鮗
小
学
生
以
下
、保
護
者

同
行
の
こ
と
)
・
・
・
4
万
5
千
円

※
昼
食
、リ
フ
ト
代
は
長
自
負
観

問
合
せ
先

甲
込
先
と
体
育
課

第
3
5回

区
民
駅
伝
大
会

日
時
1
月
2
6
日
(
日
)
、午
前
8
　

時
3
0
分
燮
う
(
雨
天
の
場
合
は

2
月
9
日
に
順
延
)

コ
ー
ス
荒
川
河
川
敷
右
庠
(
千

住
新
橋
～
扇
大
櫺
)

集
合
場
所
千
住
新
橋
緑
地
♀

庄
大
川
町
2
5
番
地
先
)

粐
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
者

チ
ー
ム
綱
成
・
距
離

A
男
子
V
▼
一
般
の
部
お
よ
び

'
大
学
・
高
校
の
部
・
・
・
監
督
1

名
、
塲
T
5
名
、
補
欠
2
名
(―

人
5
‘
弘
)
▼
中
学
の
部
・
・
・
監

督
1
名
、
瀑
于
6
名
、
禰
欠
2

名
(
I
人
4
?
)

※
一
般
の
部
に
は
大
学
、
高
校
生

は
出
場
で
き
ま
せ
へ

A
女
子
V

▼
一
般
・
高
校
の
部

お
よ
ぴ
中
学
の
部
…
監
督
1

名
、l
于
5
名
、補
欠
2
名
(
―

人
3

‘
缸

申
込
方
法
所
定
の
用
紙
(
体
育

課
に
あ
り
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
直
接
ま
た
は
郵
送
の
こ
と

申
込
期
限
1
2
月
1
4
日
(
正
午
ま
　

で
に
必
着
の
こ
と
)

申
込
・
問
合
せ
先
体
育
課
(
〒
　

1
2
0
千
住
1
1
4
1
1
8
)

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

プ
ー
ル
設
備
工
事

り一
月
1
日
～
采
年
1
月
1
4日
ま

で

、
プ
ー
ル
機
械
設
爾
工
亭
の
た

め
、
プ
ー
ル
は
休
ま
せ
て
い
た
だ

膏
ま
す

。

な
お
、付
属
施
設
の
体
育
室
(
団

体
利
用
)
、卓
球
コ
ー
ナ
ー
(
個
人

利
用
)
は
、平
常
ど
お
り
利
用
で

瘴
汞
す

。

問
合
せ
先

竹
の
雀
温
水
ブ
ー
ル

8
5
0
1
1
3
3

会 場
申込 ・問きせ先 保塚社会教育館　858- 1502

S
込・問合せ先 総合スポーツセンター　859- 8211

高
血
圧
と
心
臓
病
の

予
防
と
献
立

日
時
H
月
2
8
日
(
木
)
、午
後
1

時
～
3
時

場
所

栗
島
老
人
館

内
容

健
康
に
熟
年
を
過
ご
す
た

め
の
講
演
、
試
食
会
、
ス
ラ
イ

ド
上
映

定
員
1
0
0
名
(
当
日
、直
接
会
場

に
て
先
譱
順
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

栗
島
老
人
館

　
8
4
8

いじめ110番! !
小・中学生のいじめに 閧す る
ご相談は・・・

( 8a4) 7867軟育センター相談宣
( 882) 1170教育委員会教青相談宣

お
友
だ
ち
や
ご
家
族
と
ど
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

2
月
利
用
に
つ
い
て
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
は
、I
保
養
所

I
グ
ル
ー
プ
、(
ガ
キ
ー
枚

に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
空
室
が
あ
る
場
乙
し

は
、
利
用
日
?
日
前
ま
で

受
け
付
け
ま
す
の
で

、
電
話

等
で
曜
認
の
う
え
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 掲

示
板

□
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
購
習
　

―
同
和
対
策
事
業
=

日
時
1
2

月
1
2
、
1
3日
…
午
後
6

時
I
9

時
1
0分
、
1
2月
1
5
　

日
…
午
前
9
時
I
午
後
5
時

鳩
所

足
立
高
等
職
業
訓
練
校

台
東
分
咬

費
用

無
料

申
込
日
時
H

月
2
6
、2
7日
、

午
前
9
時
I
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
高
等
　

職
業
訓
練
校
台
東
分
校
(
都
　

産
業
労
働
会
館
内
)
　
8
7
6

□
昭
和
6
1年
度
都
立
商
科
短
期

大
学
鰹
営
学
科
学
生
募
集

募
集
人
数
夜
間
課
程
・
・
・
一
般
　

8
0
名
(
推
せ
ん
1
0
名
程
度
)

出
願
期
間
一
般
・
:
采
年
2
月

1
2日
～
1
8日
、
推
せ
ん
・
:来

年
1
月
1
3日
～
2
0日

試
験
科
目
7
一
般
…
国
語
、

英
語
(
社
会
人
は
小
諭
文
で

も
可
)
、選
択
一
科
目
▽
推

せ
ん
・・・
小
諭
文
、
面
接

願
書
謫
求
・
問
合
せ
先
都
立

商
科
短
期
大
学
経
営
学
科
教

務
係
(
〒
川
中
夬
区
瞬
酊
1
-

2
-
l
　
5
3
3
4
3
7
　

2
)

□
身
体
障
害
者
の
方
へ

=
職
業
訓
練
生
募
集
=

訓
諌
科
目
ビ
ジ
ネ
ス
文
害
(

ワ
ー
プ
ロ
)
、経
理
亭
務
、電

子
磯
器
、
機
械
製
図
、
写
真

暁
字
な
ど
1
7科
目

訓
繚
塲
所
東
亰
身
体
障
害
者

駭
昊
訓
練
校
(
小
平
市
)

訓
練
期
間
来
年
1
月
か
ら
1

年
間
(
義
肢
装
貝
科
は
2
年
)

募
集
期
限
2

月
8
日

費
用

授
業
料
は
無
料
、
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す

く
わ
し
く
は
、足
立
公
共
職

業
安
定
所
(
　
貎
1
2
8
7
)

へ
。

□
足
立
贄
護
学
校
学
校
祭

日
時
1
1

月
2
2
、2
3日
。
午
前
9

時
～
午
後
2
時

内
容

舞
台
発
表
、
展
示

、
全

体
ま
つ
り
な
ど

問
合
せ
先

咀
立
養
護
学
咬

　
辧
6
0
6
6

□
秋
の
火
災
予
防
運
勣

1
1
月
2
6
日
か
ら
1
2
月
2
日
ま

で
の
火
災
予
防
運
勣
期
問
中
、

総
合
消
防
麗
習
、防
災
コ
ン
ク

ー
ル
、
防
火
ラ
リ
ー
、防
火
(

レ
ー
ド
な
ど
を
行
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
火
の
元
に
は
卜

分
庄
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

千
庄
消
防
菁

さ

8
8
2
0
1
1
9

□
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

入
札
日
睥
1
2
月
7
日
(
土
)
、

午
前
1
0時
I
正
午

保
留
地
区
画
8

区
圃

現
地
案
内
H

月
2
8～
3
0曰
、

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

入
札
場
所
・
問
合
せ
先

江
北

北
部
土
地
区
画
整
理
組
合

8
9
7
2
2
3
1

所
碍
悦
第
2
期
分
の
納

朗
限
は
、H
月
3
0
日
で
尹

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
た
さ

い
。A
足
立
・
西
新
井

税
務
薯
V

M. O. 240, 000


